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研究成果の概要（和文）：本研究では、世界遺産ナスカの地上絵が描かれているペルー南海岸ナスカ台地で現地
調査を実施した。その結果、新たな動物の地上絵を約90点発見するとともに、約1000点の地上絵の分布および利
用年代を明らかにした。さらに、動物の地上絵は移動ルート上の道標であったが、後に儀礼場としての役割を担
ったことを学際的な研究によって明らかにした。また地上絵を保護・保存するために、オリジナルの地上絵を残
した状態で、可視性の高い地上絵を実現する方法を確立した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we realized interdisciplinary research on the Nasca Pampa at 
the southern coast of Peru, where the lines and geoglyphs of Nasca, the World Heritage Site, are 
distributed extensively. As a result, we found about 90 new geoglyphs of animals, and clarified the 
distribution and period of about 1000 lines. Furthermore, we made it clear through interdisciplinary
 research that the above geoglyphs of animals had been guideposts on the routes to cut across the 
Nasca Pampa, and that they later played a role as ritual places. In addition, in order to preserve 
these geoglyphs, we established a method to get their high visibility in the original condition.

研究分野：文化人類学、アンデス考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は、ナスカの地上絵の分布と時期を把握するだけでなく、それぞれの地上絵の利用目的
を解明することができた点である。また地上絵を支えた社会の展開を1500年以上にわたって解明するとともに、
それを先史アンデス社会の展開のなかに位置づけることができた点を挙げることができる。本研究の社会的意義
は、ナスカの地上絵の保護活動に寄与できた点である。ペルー文化省と地上絵の保護に関する特別協定を締結し
た上で、本研究で発見した42点の動物の地上絵を保護するために、現地に遺跡公園を設立・公開した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究を開始する直前には、アンデス文明の盛衰を古環境と結びつけて研究するプロジェク
トを実施していた。その結果、ペルー南部海岸のナスカ社会は環境変動の影響を強く受けて、
大きく変貌したことが判明した。ただし、環境変動によって、社会が崩壊したのではなく、地
域社会内部の権力構造や地域社会同士の関係に大きな変化が生じたことも分かった。権力構造
や社会同士の関係を検討するためには、単に古環境を復元しただけでは不十分であり、人口、
イデオロギー、経済等の諸側面から、アンデス文明の展開について検討する必要があり、本研
究を企画した。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、南米アンデス文明を代表するナスカ、ワリ、イカ、インカ等の社会に関す
る学際的な調査を実施して、精密な編年をもとにアンデス文明の社会変動に関する通時的デー
タを提供・分析することである。本研究では、世界遺産「ナスカの地上絵」を主な調査対象と
するため、その保存活動にも積極的に寄与することを目指している。 
３．研究の方法 
ナスカ、ワリ、イカ、インカ等の社会が成立したペルー南海岸のナスカ台地およびその周囲
の谷部において現地調査を実施した。1500 年間以上の社会動態を把握するために、居住地・公
共センター・墓地遺跡などの分布調査及び発掘調査を実施した。また、地上絵の分布とその動
態を把握するために、地上絵が描かれたナスカ台地を踏査するとともに、地上絵に共伴する考
古学遺物の調査を実施した。これらの調査で入手したデータは考古学・認知心理学・情報科学・
動物学等の学際的共同研究によって分析した。また地上絵の保存活動のために、保存科学及び
環境地理学等との共同研究を行った。 
４．研究成果 
（1）研究の主な成果 
 ナスカ台地の北側に隣接するインヘニオ谷におけるセトルメントの分布調査と発掘によって、
地上絵を支えていた人々の社会の動態（前 4世紀～後 16 世紀）を明らかにすることを試みた。
その結果、公共センターと居住地の立地・規模・性格の変化、人口・食性の変化が判明した。
これらの変化は、公共センターが祭祀センターから行政センターに変貌するプロセスと連動し
ていることが分かった。 
さらに地上絵の変貌も、社会変動のプロセスと連動していることが判明した。巨大な公共祭
祀センターであったカワチ神殿が設立されたナスカ早期（前 100～後 100 年）に、地上絵の制
作が開始されたことが、地上絵に共伴する土器を分析した結果明らかになった。 
 地上絵の分布調査によって、ナスカ台地上に分布する小さな丘（150 点以上）を相互に結ぶ
「直線の地上絵」が 1000 本以上分布しており、これらが網の目状ネットワーク構造を呈するこ
とが判明した。このネットワーク構造がナスカ台地に設定されたのも、ナスカ早期である。「直
線の地上絵」は歩行道であり、台地の南北にあるナスカ谷とインヘニオ谷の神殿を結ぶ谷間儀
礼道として設立され、そこでは装飾土器を破壊する行為が繰り返し行われた。 
 本研究で実施した現地調査において、「動物の地上絵」を新たに合計 90点以上発見した。当
初予想していた以上に大量の地上絵が発見されたので、これらの地上絵について集中的な調査
を実施したところ、先行研究では明確にされていなかった「動物の地上絵」のタイプ・年代・
機能を解明することができた。「動物の地上絵」は、面タイプと線タイプに分かれ、前者はナス
カ早期に制作され、後者はナスカ前期（後 100～400 年頃）に制作されたことが判明した。「面
タイプの動物の地上絵」は全長 10メートル以下のものが大部分を占め、台地を南北に縦断する
小道沿いに描かれたものと、山の斜面に描かれたものに分かれる。山の斜面に描かれた「面タ
イプの動物の地上絵」は、ナスカ台地を縦断する移動ルート上に約 9キロの間隔で分布してい
ることが判明した。このタイプの動物の地上絵は、南北の谷の居住地の間を移動する人たちに
とって、道標として用いられたという結論が得られた。一方、「線タイプの動物の地上絵」は全
長 50 メートル以上もあり、そこで土器の破壊儀礼が行われたことが確認できた。またこのタイ
プの動物の地上絵は、「直線の地上絵」のネットワーク構造の一部を構成していることが判明し
た。つまり、「線タイプの動物の地上絵」はナスカ台地を縦断する儀礼活動の際の主要な通過点
であったと考えられる。なおこのタイプの地上絵の大部分を占める鳥の地上絵を、鳥類学的に
分析したところ、ナスカ地方のものではなく、沿岸部・森林地帯に由来することが判明した。 
 ナスカ中・後期になると、「直線の地上絵」は南北の谷の間の儀礼道として使われなくなった。
この時期は公共祭祀センター・カワチ神殿が衰退した時期と一致する。しかし、ワリ期になる
と「直線の地上絵」で土器破壊儀礼が再開した。この時期にインヘニオ谷に公共行政センター
が複数設立された。これらの行政センターが地上絵の活動とどのような関係にあったのかは今
後検討する必要がある。イカ期になると土器破壊儀礼が行われた「直線の地上絵」の数は増大 
した。谷内に存在していた複数の独立政体の間を結ぶ存在として利用された可能性がある。一
方、インカはナスカ台地を縦断するインカ道を新たに建設したため、これらの「直線の地上絵」
を使わなかった。ただし、土器破壊儀礼はインカ道においても頻繁に行われたことが判明した。 
 ペルー文化省と締結した「世界遺産ナスカの地上絵の学術研究と保護に関する特別協定」に
もとづいて、本研究で発見したアハ地区の地上絵群（ラクダ科動物等 42 点）を保護するための
プロジェクトを実施した。具体的には保護地区を設定し、ペルー文化省に協力して遺跡公園を
建設した。また、地上絵を構成する石の固定処理及び保護剤の試験を実施した。この試験によ



って、オリジナルの地上絵を残した状態で、可視性の高い地上絵を実現する方法を確立できた。 
（2）得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
 本研究で得られた成果は、国際学会における口頭発表・欧文雑誌論文・欧文図書などで公表
された。また国内外において開催された国際シンポジウムおよび国際学術講演会において、本
研究の成果が紹介された。こうした研究成果は国際的にも高く評価され、本研究の成果をもと
にした展覧会がスイスおよびペルーで開催された。また、欧米の研究者と共同で学術図書を出
版した。 
 本研究の成果を高く評価したペルー文化省は、「世界遺産ナスカの地上絵の学術研究と保護に
関する特別協定」を山形大学の間で締結した。 
（3）今後の展望 
 本研究では飛行機および人工衛星から撮影された画像を主に活用して現地調査を実施した。
しかし画像の解像度が低く、小型の地上絵を判別することは難しい。そこで実験的にドローン
を導入し、低空から地上絵を撮影したところ、十分認識できる解像度の画像を入手することが
できた。今後は地上絵調査にドローンを積極的に導入して、小型の地上絵を含めたさらに詳細
な分布図を作成する予定である。小型の地上絵は広範囲に多数分布しているので、撮影した画
像から手作業で地上絵を抽出した場合、膨大な時間が必要となる。そこで人工知能を利用して、
画像から効率的に地上絵を抽出する予定である。 
 本研究の成果にもとづいて設立された遺跡公園内の地上絵のクリーニング作業を、ペルー文
化省と共同で行い、これらの地上絵を可視化することで、その文化遺産としての存在と価値を
地域社会全体で共有できるように貢献する。 
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